
【 岡崎市 】 

【給食の様子】 

【 扶桑町 】 

 

◎「地場産物を活用しよう」 

 学校給食では、食育月間の食育の日（６月１９日）と秋の食材を味わえる時期の１１月、全国学校給食週間

のある１月の３回、愛知県内全市町村で「愛知を食べる学校給食の日」を実施している。給食に地場産物や地

場産物を活用した料理を取り入れ、地産地消を推進している。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸市では、地元食材を学校給食に積極的に取り入れようと、米や野菜の栽培を進める地産地消の取組を推

進している。米・なす・里芋・さつまいも・たまねぎ・白菜など年々、給食用に栽培される農産物が増加して

いる。給食に提供された米の生産者と児童が給食を一緒に食べて交流する「会食会」が催されたり、「道の駅・

瀬戸しなの生産者の会」の方が給食用に栽培されたたまねぎで児童対象の収穫体験指導を行ったりする活動

も進んできた。農業を知ることで、感謝して食べることにもつながっている。 

瀬戸市産のなすは、社会科の副読本「せと」にも載っており、瀬戸市産のなすを使用した献立の日には、担

任と連携し、給食を教材として給食時間の指導を行っている。また、「瀬戸市産さつまいものポトフ」を献立

に取り入れた時には、給食時の放送で紹介することにより、給食を味わって残さず食べる姿がみられ、地場産

物に興味関心をもつことができた。 

 

 

 

 

 

 

愛知を食べる学校給食の日に関連した啓発資料 

 

【児童の感想】 

さつまいもは、本当は嫌いだ

ったけど、今日好きになりまし

た。瀬戸市産だったので味わっ

て食べました。 

瀬戸市産のさつまいもはあま

くてふわふわでおいしかったで

す。 

地域と連携した地産地消推進実践例（瀬戸市） 

【担任による瀬戸市産なすの紹介】 

給食や地場産物に対する関心が高まるように、
たよりで献立を紹介した。 


